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ン稼動状態で行い，換気回数は 14.7 回 /時間であった．切削は１名の歯科医師
が行い，補助者は１名とした．歯の切削は抜去歯 (上下顎左右側中切歯 )を歯科
用ファントム (シンプルマネキン，ニッシン )に装着し，エアタービンを用いて
ダイヤモンドポイント (K1，ジーシー )にて常時注水下 (注水量：３ ml/分 )で行っ
た．粉塵測定には，ハンディーレーザーパーティクルカウンター (ジオアルファ
3886, 日本カノマックス )３台，および自動微粒子測定器  (PARTICLE 
COUNTER-PCK-3010A 型 , 柴田科学 ) １台を用いた．  
粒度区分は 0.3 以上～ 0.5μ m 未満 , 0.5 以上～ 1.0μ m 未満 , 1.0 以上～ 5.0μ




歯の切削点との距離は患者：５ cm，歯科医師： 45cm，補助者： 60cm，診療室



















粉塵粒度 0.3～ 1.0μ m の粉塵を，患者の位置では約 76％以上，歯科医師の位置
では約 61％以上，低減できることが示唆された．また， 1.0μ m 以上の粉塵も ,
患者，歯科医師の位置では約 48％以上，低減できることが示唆された．   
本研究では粒度 5.0μ m 以上の大きい粉塵の濃度は低く，特に上顎切削時の補
助者の位置，および，下顎中切歯部切削時の患者の位置を除くすべての位置で，
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